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観
光
列
車
ツ
ア
ー
で
福
島
・
会
津
の
観
光
活
性
化

白
井
農
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会
津
若
松
市
）

リ
ン
ゴ
狩
り
と
食
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比
べ

金
子
牧
場（
下
郷
町
）

会
津
ご
こ
ろ
の
牧
場

Ｓ
Ｌ
大
樹
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観
光
列
車

運
行
推
進
協
議
会

会
長
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あ
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さ
つ

吉
川
　

信
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（
会
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観
光
商
工
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光
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長
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天
寧
寺
倉
庫（
会
津
若
松
市
）

「
会
津
塗
」未
来
に
継
承

森
と
木
の
情
報
館「
き
と
ね
」（
南
会
津
町
）

森
林
資
源
を
観
光
活
用

「会津ごころ」と出会う旅
〝
会
津
人
〟と
新
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

下
郷
町

渡
部
　

勇
進
氏（
総
合
政
策
課
主
任
主
査
兼
商
工
観
光
係
長
・

下
郷
町
観
光
協
会
事
務
局
長

）

会
津
若
松
市

宮
本
　

佳
奈
氏（
観
光
商
工
部

観
光
課
主
任
主
事

）

体験型のメニューを拡充花嫁行列と４酒蔵の魅力 会津人の魅力に触れる旅

南
会
津
町

齋
藤
　

大
也
氏（
商
工
観
光
課

観
光
交
流
係
主
査

）

福
島
３
市
町
の
担
当
者
の
声
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「会津田島祇園祭」の花嫁もＤＬ大樹に同乗

金子氏によるバター作り体験

牛
舎
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

リンゴ狩りを体験

　
こ
れ
ま
で
会
津
観
光
の

優
位
性
は
「
自
然
」
と

「
文
化
」
だ
っ
た
。
会
津

若
松
市
、
下
郷
町
、
南
会

津
町
と
東
武
鉄
道
が
連
携

し
た
本
協
議
会
で
は
、
こ

れ
に
〝
会
津
人
の
魅
力
〟

と
し
て
「
会
津
ご
こ
ろ
」

を
加
え
た
。

　
会
津
に
は
、
武
士
の
時

代
か
ら
根
付
い
て
い
る

「
礼
儀
」「
お
も
て
な
し
」

の
文
化
が
あ
る
。
伝
統
と

自
然
の
調
和
を
ず
っ
と
続

け
て
き
た
。
協
議
会
加
盟

の
３
市
町
に
は
、
こ
の
文

化
が
色
濃
く
残
っ
て
い

る
。
東
武
鉄
道
の
特
別
な

観
光
列
車
「
大
樹
」
と
連

携
し
て
、
会
津
ご
こ
ろ
の

魅
力
を
、
観
光
客
の
皆
さ

ま
に
提
供
し
て
ま
い
り
た

い
。

店内の様子

　
ツ
ア
ー
で
は
、
「
み
な
み

あ
い
づ
森
と
木
の
情
報
・
活

動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
『
き
と

ね
』
」
＝
写
真
＝
を
訪
れ
、

南
会
津
町
に
移
住
し
て
、
森

林
資
源
や
地
域
資
源
を
生
か

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
や
、

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
合

同
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
松
澤
瞬

Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
話
を
伺
っ
た
。
カ

ン
ナ
く
ず
を
使
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と
、
ア
ロ

マ
ス
プ
レ
ー
作
成
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し
た
。

　
「
南
会
津
地
域
は

％
森

林
で
、
そ
の
面
積
は
神
奈
川

県
と
同
じ
く
ら
い
。
７
割
広

葉
樹
で
季
節
ご
と
の
変
化
が

特
徴
的
。
南
会
津
に
ヒ
ノ
キ

は
少
な
く
、
杉
や
ヒ
バ
、
松

が
多
い
。
こ
の
地
域
に
は
、

昔
な
が
ら
の
大
工
技
術
が
多

く
残
っ
て
お
り
、
木
材
加
工

に
と
っ
て
の
貴
重
な
人
的
資

源
と
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｏ

Ｐ
で
は
、
南
会
津
地
域
の
森

林
資
源
を
活
用
し
た
観
光
や

地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
、

地
域
の
林
業
や
木
材
産
業
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

森
林
浴
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

多
様
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

森
林
資
源
の
新
た
な
価
値
創

造
を
図
っ
て
い
る
」

　
雄
大
な
那
須
山
系
三
倉
山

の
麓
に
広
が
る
緑
豊
か
な
高

原
の
牧
場
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

だ
け
で
な
く
希
少
な
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
も
育
て
、
牧
場
隣
接

の
自
家
加
工
場
な
ど
で
、
搾

り
た
て
の
ミ
ル
ク
を
使
っ
た

「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
チ
ー
ズ
」

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
を
製

造
し
て
い
る
。

　
今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
は
、
牧
場
主
の
金
子
政
彦

氏
か
ら
牧
場
の
歴
史
や
ジ
ャ

ー
ジ
ー
牛
な
ど
に
つ
い
て
話

を
伺
い
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の

生
乳
を
使
っ
た
「
バ
タ
ー
作

り
体
験
」
を
行
っ
た
。

　
「

年
に
国
道
２
８
９
号

線
が
開
通
し
、
道
の
駅
も
で

き
た
。
そ
こ
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
の
牛
乳
を
使
っ
た
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
の
販
売
を
始
め
た

と
こ
ろ
、
地
域
の
名
物
と
し

て
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
人
気
を
博
し
た
。
そ

の
後
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を

使
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー

ズ
の
製
造
・
販
売
も
展
開
し
、

販
路
を
拡
大
し
て
い
る
」

　
「
牧
場
で
は
約

頭
の
乳

牛
を
飼
育
し
、
東
京
ド
ー
ム

７
個
分
の
牧
草
地
で
飼
料
を

確
保
し
て
い
る
。
茶
色
い
ジ

ャ
ー
ジ
ー
牛
は
全
国
に
約
１

万
頭
し
か
い
な
い
。
希
少
種

で
あ
り
、
生
乳
の
脂
質
比
率

が
高
い
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
れ
て

分
程
度
振
る

だ
け
で
バ
タ
ー
が
で
き
る
」

　「
東
日
本
大
震
災
後
は
、地

域
の
子
供
た
ち
に
癒
や
し
の

牧
場
体
験
を
提
供
し
て
い

た
。地
域
資
源
を
活
用
し
た

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」

　
会
津
藩
士
が
北
海
道
余
市

で
栽
培
し
て
い
た
リ
ン
ゴ

「
緋
の
衣（
ひ
の
こ
ろ
も
）」

を
復
活
さ
せ
て
栽
培
し
て
い

る
。
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は

農
園
主
の
白
井
康
友
氏
＝
写

真
＝
か
ら
リ
ン
ゴ
栽
培
に
つ

い
て
の
話
を
伺
い
、
各
種
リ

ン
ゴ
の
食
べ
比
べ
、
１
０
０

％
ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
比
べ
、

収
穫
体
験
な
ど
を
行
っ
た
。

　
白
井
氏
の
気
さ
く
な
人
柄

と
素
朴
な
会
津
弁
は
「
会
津

ご
こ
ろ
」
の
真
骨
頂
。
白
井

農
園
で
は
リ
ン
ゴ
の
他
に
洋

ナ
シ
、
桃
な
ど
の
果
樹
、

「
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
」
を
取

得
し
た
各
種
野
菜
も
栽
培
し

て
い
る
。

　
「
江
戸
時
代
か
ら
存
在
す

る
和
リ
ン
ゴ
は
お
供
え
物
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
現
在

市
場
に
出
回
っ
て
い
る
リ
ン

ゴ
は
ほ
と
ん
ど
が
西
洋
リ
ン

ゴ
の
品
種
改
良
に
よ
る
も
の

だ
。
明
治
時
代
に
西
洋
リ
ン

ゴ
が
輸
入
さ
れ
、
全
国
各
地

で
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
リ
ン

ゴ
の
品
種
改
良
は
ジ
ュ
ー
シ

ー
さ
、
甘
み
、
酸
味
、
香
り

の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
行

わ
れ
る
。
品
種
に
よ
っ
て
味

や
香
り
に
違
い
が
あ
り
、
食

べ
比
べ
る
こ
と
で
そ
の
特
徴

が
理
解
で
き
る
」

　
「
リ
ン
ゴ
の
表
面
の
ペ
タ

ペ
タ
し
た
物
質
は
ワ
ッ
ク
ス

で
あ
り
、
農
薬
で
は
な
い
。

リ
ン
ゴ
が
自
分
自
身
を
守
る

た
め
に
分
泌
し
て
い
る
。
白

井
農
園
で
は
、
観
光
農
園
、

有
機
農
業
の
取
り
組
み
も
行

っ
て
お
り
、
特
に
地
域
の
特

産
品
と
し
て
の
リ
ン
ゴ
の
価

値
向
上
に
注
力
し
て
い
る
」

　
関
美
工
堂（
関
昌
邦
社
長
）

で
は
、伝
統
工
芸「
会
津
塗
」

の
未
来
に
つ
な
げ
る
商
品
開

発
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

年
に
カ
フ
ェ
や
セ
レ
ク
ト
シ

ョ
ッ
プ
を
併
設
し
た「
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ハ
ブ
天
寧
寺
倉
庫
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
で
は
、こ
の
土
地

が
記
憶
す
る「
命
を
つ
な
ぐ

暮
ら
し
の
文
化
」や「
精
神
を

養
う
心
の
文
化
」に
つ
い
て
、

過
去
を
現
代
か
ら
未
来
へ
つ

な
ぐ「
会
津
ご
こ
ろ
」を
持
つ

関
社
長
に
話
を
伺
っ
た
。

　
「
福
島
は
日
本
で
３
番
目

に
大
き
い
県
で
、

会
津
地
方
は
山
に

囲
ま
れ
た
盆
地

だ
。
会
津
地
方
は

森
林
率
が
高
く
、

自
然
と
人
の
共
生

が
長
い
歴
史
の
中

で
育
ま
れ
て
き

た
。
農
業
や
食
文

化
、
漆
器
な
ど
の

生
活
道
具
作
り
が

地
域
の
文
化
と
し
て
根
付
い

て
い
る
。
漆う

る
し

は
古
代
か
ら

日
本
人
と
深
く
関
わ
り
、
耐

水
性
や
抗
菌
性
な
ど
の
特
性

を
持
つ
素
材
だ
。
会
津
地
方

の
伝
統
的
な
織
物
『
会
津
木

綿
』
も
地
域
の
文
化
と
し
て

継
承
さ
れ
て
い
る
」

　
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ
ブ
天
寧

寺
倉
庫
に
は
、
シ
ェ
ア
工
房

や
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
、
カ
フ

ェ
、
ス
ト
ア
を
整
備
。
会
津

の
職
人
た
ち
と
観
光
客
が
交

流
で
き
る
場
に
も
な
っ
て
い

る
。
昔
の
観
光
地
図
を
見
て

気
付
い
た
の
だ
が
、
こ
の
地

域
の
基
本
的
な
景
観
は
、
１

０
０
年
前
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ

っ
て
い
な
い
。
１
０
０
年
後

も
変
わ
ら
な
い
会
津
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
文
化

と
景
観
を
大
切
に
、
未
来
へ

と
継
承
し
て
い
き
た
い
」

　
福
島
県
会
津
若
松
市
と
下
郷

町
、
南
会
津
町
の
３
市
町
と
東
武

鉄
道
で
構
成
す
る
「
Ｓ
Ｌ
大
樹
等

観
光
列
車
運
行
推
進
協
議
会
」
は


月

、

日
の
１
泊
２
日
で
、

「
『
会
津
ご
こ
ろ
』
と
出
会
う
ツ

ア
ー
」
を
行
っ
た
。

　
同
協
議
会
は
、
東
武
鉄
道
が
運

行
す
る
観
光
列
車
を
媒
介
と
し
た

会
津
エ
リ
ア
の
持
続
的
な
活
性
化

と
観
光
振
興
を
目
的
に
２
０
２
４

年

月
に
設
立
。
独
自
性
が
あ
り

差
別
化
さ
れ
た
、
会
津
西
街
道
の

観
光
ス
ト
ー
リ
ー
を
創
出
す
べ
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。今
回
、

「
観
光
列
車
Ｄ
Ｌ
大
樹
を
活
用
し

た
『
会
津
ご
こ
ろ
』
と
出
会
う
ツ

ア
ー
造
成
事
業
」
が
、
観
光
庁

「
地
域
観
光
魅
力
向
上
事
業
」
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
実
施
に
至

っ
た
。

　
同
ツ
ア
ー
は
、
東
武
鉄
道
が
下

今
市
駅
―
東
武
日
光
駅
間
で
運
行

し
て
い
る
「
Ｄ
Ｌ
大
樹
」
を
、
特

別
に
野
岩
鉄
道
、
会
津
鉄
道
、
東

日
本
旅
客
鉄
道
只
見
線
に
も
乗
り

入
れ
、
下
今
市
駅
―
会
津
若
松
駅

間
で
運
行
し
た
。
連
結
し
た
客
車

は
３
両
。
旅
行
会
社
２
社
が
ツ
ア

ー
商
品
と
し
て
販
売
し
た
ほ
か
、

国
内
外
の
旅
行
会
社
や
観
光
情
報

メ
デ
ィ
ア
を
招
待
し
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
併
せ
て
実
施
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
び
ゅ
う
ツ
ー
リ
ズ

ム
＆
セ
ー
ル
ス
は
「
Ｄ
Ｌ
大
樹
で

行
く
会
津
西
街
道
―
歴
史
と
文
化

に
ふ
れ
る
お
も
て
な
し
の
旅
―
」

と
し
て
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

「
新
幹
線
　
東
武
鉄
道
『
ス
ペ
ー

シ
ア
Ｘ
と
貸
切
大
樹
』
乗
車
！
語

り
部
付
！
大
内
宿
街
並
み
展
示
館

見
学
と
鶴
ヶ
城
特
別
見
学
２
日
間

【
東
京
・
上
野
・
大
宮
出
発
】
」

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
催
行
し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
地
元
の
人
と
の
触
れ
合

い
や
、
各
地
の
お
も
て
な
し
を
通

じ
て
「
会
津
ご
こ
ろ
」
に
出
会
え

る
旅
。
会
津
ご
こ
ろ
と
は
、
会
津

人
の
代
表
的
気
質
で
あ
る
、
過
去

を
未
来
に
つ
な
ぐ
「
継
承
力
」
、

何
度
で
も
立
ち
上
が
る
「
し
な
や

か
さ
」
、
心
を
込
め
た
「
お
も
て

な
し
」
の
こ
と
を
指
す
。
江
戸
幕

府
を
開
い
た
徳
川
家
康
を
祭
る

「
日
光
」
と
、
幕
府
を
守
り
最
後

ま
で
戦
っ
た
「
会
津
」
を
江
戸
時

代
の
始
発
駅
と
終
着
駅
と
し
、
こ

れ
を
結
ぶ
会
津
西
街
道
を
軸
に
、

江
戸
か
ら
令
和
へ
、
長
い
時
を
超

え
て
生
き
生
き
と
継
承
さ
れ
て
い

る
会
津
ご
こ
ろ
を
、
ツ
ア
ー
の
随

所
に
織
り
込
ん
だ
。

　
Ｄ
Ｌ
大
樹
車
内
で
は
、
南
会
津

町
の
「
会
津
田
島
祇
園
祭
」
の
花

嫁
の
同
乗
や
、
下
郷
町
の
郷
土
料

理
で
あ
る
「
し
ん
ご
ろ
う
」
の
ふ

る
ま
い
、
会
津
若
松
駅
で
の

甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

で
お
出
迎
え
な
ど
、
数
多

く
の
「
会
津
ご
こ
ろ
」
を
提
供
し

た
。
募
集
ツ
ア
ー
で
は
鶴
ヶ
城
や

大
内
宿
、
会
津
酒
造
と
い
っ
た
メ

ジ
ャ
ー
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
白
井
農

園
（
会
津
若
松
市
）
や
金
子
牧
場

（
下
郷
町
）
、
農
家
ラ
ン
チ
体
験

や
ア
ロ
マ
作
り
（
南
会
津
町
）
と

い
っ
た
新
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
ね
、
農

園
主
、牧
場
主
な
ど
と
直
接
交
流
。

新
形
態
の
ツ
ア
ー
造
成
の
可
能
性

を
探
っ
た
。

　
Ｓ
Ｌ
大
樹
等
観
光
列
車
運
行
推

進
協
議
会
は
、
今
年
度
の
事
業
目

的
を
「
観
光
列
車
を
媒
介
と
し
、

日
光
・
会
津
間
沿
線
を
基
軸
と
し

た
、
会
津
若
松
市
、
下
郷
町
、
南

会
津
町
の
持
続
的
な
活
性
化
と
観

光
振
興
を
図
る
」と
定
め
て
い
る
。

一
方
で
現
状
は
①
日
光
と
会
津
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
関
す
る

国
内
外
で
の
認
知
度
は
低
い
②
日

光
エ
リ
ア
に
は
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
が
、
会
津
地
方
へ
の
波
及

が
少
な
い
③
コ
ン
テ
ン
ツ
が
点
と

し
て
点
在
し
、
周
遊
が
生
ま
れ
ず

観
光
消
費
額
が
少
な
い
―
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
造
成
事
業
は
そ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
糸
口
を

探
る
た
め
に
企
画
、実
施
さ
れ
た
。

同
協
議
会
は
、
同
事
業
の
将
来
性

に
つ
い
て
「
継
続
的
な
観
光
列
車

運
行
を
通
じ
て
、
日
光
と
会
津
若

松
を
つ
な
ぐ
会
津
西
街
道
を
軸
と

し
た
観
光
周
遊
の
ス
ト
ー
リ
ー
の

定
着
を
図
り
た
い
。
着
地
型
商
品

の
磨
き
上
げ
も
連
動
し
て
行
っ
て

い
く
こ
と
で
、
観
光
列
車
以
外
で

の
会
津
へ
の
来
訪
や
、
観
光
列
車

乗
車
体
験
後
の
再
来
訪
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。
同
時
に
増
加
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
も
取
り
込

ん
で
い
く
べ
く
、
地
域
と
連
携
し

て
、
海
外
へ
の
情
報
発
信
、
国
外

旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
商
談
な

ど
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
」

と
話
し
て
い
る
。

ＤＬ大樹と「あかべぇ」のヘッドマーク

　
下
郷
町
に
は
湯
野
上
温
泉
、

大
内
宿
が
あ
る
。
芦
ノ
牧
温
泉

（
会
津
若
松
市
）
も
隣
接
し
て

い
る
。
観
光
客
は
関
東
近
隣
県

か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。

深
く
地
域
に
関
わ
る
フ
ァ
ン
の

増
加
、
つ
ま
り
関
係
人
口
の
増

加
を
目
指
し
て
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
年
間

約

万
人
。
全
体
の

％
を
占

め
て
い
る
。
特
に
大
内
宿
の
集

客
力
が
大
き
い
。
大
内
宿
を
訪

れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
ア
ジ

ア
諸
国
か
ら
が
多
い
。
現
在
の

観
光
パ
タ
ー
ン
は
、写
真
撮
影
、

名
物
「
ね
ぎ
そ
ば
」
な
ど
の
食

事
、
土
産
物
購
入
が
中
心
で
、

体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
の
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
欧
米
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
文
化
や

伝
統
へ
の
理
解
が
深
い
た
め
、

文
化
体
験
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
下

郷
町
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た

体
験
型
ツ
ア
ー
の
造
成
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
下
郷
町
観
光
協
会
で
は
、
フ

ォ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。
専
用
サ
イ
ト

「
フ
ォ
ト
ナ
ビ
下
郷
（
感
動
風

景
を
巡
る
旅
　
会
津
下
郷
町
）」

で
季
節
ご
と
の
写
真
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
を
紹
介
。
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
Ｘ
）
と

「
下
郷
町
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
」
の

よ
る
情
報
発
信
も
行
っ
て
い

る
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
車
内

で
郷
土
料
理
「
し
ん
ご
ろ
う
」

「
天
ぷ
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
皆

さ
ま
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い

た
。

南
会
津
の
地
酒

　
毎
年
７
月

日
か
ら

日
、

会
津
田
島
の
小
さ
な
町
の
祇
園

祭
に
全
国
か
ら
約
８
万
人
が
訪

れ
る
。
こ
の
「
会
津
田
島
祇
園

祭
」
で
は
、
未
婚
女
性
が
花
嫁

衣
装
を
ま
と
い
練
り
歩
く
「
花

嫁
行
列
」
が
有
名
だ
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
花
嫁
の

同
乗
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
車

内
提
供
、
会
津
田
島
駅
で
の
郷

土
料
理
の
ご
昼
食
、
南
会
津
の

４
酒
蔵
の
日
本
酒
飲
み
比
べ
な

ど
を
ご
用
意
し
た
。

　
昨
年
末
の
協
議
会
設
立
か
ら

定
期
的
に
会
合
を
重
ね
、
三
つ

の
自
治
体
が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

を
持
ち
寄
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を

整
理
し
、
磨
き
上
げ
て
、
今
回

の
ツ
ア
ー
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
南
会
津
町
に
も
旅
館
、
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
は
あ
る
が
、
収
容

人
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
下
郷

町
の
湯
野
上
温
泉
、
会
津
若
松

市
の
芦
ノ
牧
温
泉
、
東
山
温
泉

な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
会

津
全
体
を
観
光
振
興
で
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

　
会
津
に
は
、
実
際
に
訪
れ
て

み
て
初
め
て
分
か
る
魅
力
が
た

く
さ
ん
あ
る
。「
会
津
ご
こ
ろ
」

も
そ
の
一
つ
だ
。
今
回
は
、
特

に
〝
会
津
人
〟
の
魅
力
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
毎
年

９
月
に
約
６
０
０
人
が
武
者
姿

で
ま
ち
な
か
を
練
り
歩
く
本
市

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
会

津
藩
公
行
列
」
の
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

武
士

た
ち
が
会
津
若
松
駅
で
ツ
ア
ー

の
皆
さ
ま
を
お
出
迎
え
し
た
。

会
津
大
学
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
も
花
を
添
え
た
。

　
「
会
津
塗
」
を
は
じ
め
と
し

た
伝
統
工
芸
を
継
承
し
な
が
ら

次
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ハ
ブ
天
寧
寺
倉
庫
」
の
訪

問
と
関
社
長
に
よ
る
お
話
、
大

正
ロ
マ
ン
漂
う
歴
史
的
な
建
物

を
保
存
、
修
復
し
な
が
ら
、
城

下
町
ら
し
い
特
色
の
商
店
街
の

再
生
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
る
「
七
日
町
通
り
ま
ち
な
み

協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

町
歩
き
ツ
ア
ー
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

テ
レ
ビ
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
で
案

内
人
を
務
め
た
「
鶴
ヶ
城
（
会

津
若
松
城
）
」
の
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
な
ど
も
提
供
し
た
。

　
今
後
も
協
議
会
並
び
に
に
地

域
の
人
々
と
連
携
し
、
会
津
人

の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
旅
の
コ

ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
・
磨
き
上
げ

に
引
き
続
き
注
力
し
て
い
き
た

い
。


